
新規選定① 豪雪に対応した、長大な空間に上質な蔵を内包する、妻入
つまいり

の主屋が並ぶ町並

み

横手市
よ こ て し

増田
ま す だ

伝統的建造物群保存地区

所在地 横手市増田町増田字本町
もとまち

、字田町
た ま ち

、字中町
なかまち

及び字七日
な の か

町
まち

の各一部

面 積 約１０.６ヘクタール

横手市は、秋田県南部の山間部に位置し、横手市街地の南方に増田地区が位置する。

増田城は１４世紀に築かれたと伝える。元和
げ ん な

元年（１６１５）の一国一城令により、増

田城は廃城となるが、その後、増田城周辺の町は佐竹藩南部の流通拠点として栄える。明

治維新後も商業地として発展し、生糸
き い と

、煙草
た ば こ

、酒の生産流通、水力発電や鉱山などの産業

によって、増田の繁栄は大正期に最高潮に達する。

横手市増田伝統的建造物群保存地区は、在郷
ざいごう

町
まち

として繁栄した南北約４２０メートル、

東西約３５０メートル、面積約１０・６ヘクタールの範囲とする。町の中には、中世以来

の水路が通り、現在の町割はほぼ近世末期の状況を踏襲している。

敷地は、通りに沿って短冊
たんざく

型に割られ、通りに面して、店舗兼住宅である主屋
お も や

をおく。

その背後に、主屋と連続する鞘付
さやつき

土蔵
ど ぞ う

を接続して、豪雪に対応するための長大な内部空間

をつくる。そして、その背後の庭に独立した蔵や附属屋
ふ ぞ く や

をおき、敷地背面が裏通りに接す

る敷地では、通りに面して門、板塀を構える。

主屋は主として、切妻造
きりづまづくり

妻入、二階建とし、正面に奥行き一間程度の下屋
げ や

を設ける。正

面は軒を大きく出すのが特徴的で、妻では化粧
けしょう

梁
ばり

を何段も重ね、妻から突出する巨大な梁首
はりくび

を飾るものもある。通り土間では、側面におおきな窓を設けて採光を確保し、明るく特徴

ある空間をつくる。

鞘付土蔵の土蔵部分は地元では内蔵
うちぐら

と呼ばれ、太い柱を密に立て、壁は光沢が出るまで

磨き上げられた漆喰
しっくい

塗りとし、木部は 漆
うるし

塗りとし、内部に座敷をしつらえるものものある。

また、開口部の扉および腰を保護する漆塗りの木枠の繊細な組子
く み こ

の意匠も、土蔵を飾る要

素となっている。

保存地区は、近世期に整備された地割
ち わ り

や水路を良く残し、近代になって意匠的に発展し

た当地方特有の切妻造妻入の町家形式の主屋にくわえ、鞘付土蔵等の特徴的な伝統的建造

物が良く残り、近世末期から近代にかけて繁栄した在郷
ざいごう

町
まち

の歴史的風致を良く伝え、我が

国にとって価値が高い。



の町

本 町

七日町の町並み 主屋と鞘付土蔵（前方が
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田 町

中 町

七日町

前方が主屋、後方が鞘付土蔵）



新規選定② 伯耆
ほ う き

地方の伝統的な屋敷構えをもつ、大山の豊かな水を活かした農村集落

大山
だいせん

町
ちょう

所子
ところご

伝統的建造物群保存地区

所在地 大山町所子字大神祗
だいじんぎ

、字北垣
きたがき

、字下前
しもまえ

田
だ

、字前田
ま え だ

、字山之
や ま の

神
かみ

、字神田
じんでん

、

字三反田
さんたんだ

、字片吹
かたぶき

、字場正免
ばしょうめん

及び字垣ノ内
かきのうち

の全域並びに字甲
こう

原
ばら

、字更
ふけ

田
だ

、

字宮側
みやがわ

、字道
みち

ノ下
の し た

、字向田
むかいだ

、字観音堂
かんのんどう

、字徳田
とくでん

、字掛
かけ

田
だ

、字樋之口
ひ の く ち

、字下
しも

河原
が わ ら

及び字新宮
しんぐう

の各一部

面 積 約２５.８ヘクタール

大山町は鳥取県の西部に位置し、南部には中国地方最高峰の大山
だいせん

が聳
そび

える。

所子の集落は、大山から日本海に注ぐ阿弥陀
あ み だ

川
がわ

河口から約 1.7 キロメートル上流の西に

あり、川の水利を利用した田畑を生産基盤として発展した農村集落である。

所子は、中世には京都の賀茂
か も

御祖
み お や

神社（下賀茂神社）の社領と伝えられ、近世には鳥取

藩領となる。集落の中央には、坊 領
ぼうりょう

道
みち

と呼ばれる大山への参詣
さんけい

道
みち

が、北西から南東に縦断

する。坊領道に沿って北西と南東に家屋が塊状になり、前者をシモ、後者をカミと呼ぶ。

保存地区は、東西約 650 メートル、南北約 700 メートル、面積約 25.8 ヘクタールの範囲

で、集落の周囲には圃場
ほじょう

整備されていない田畑が残り、伝統的な農村景観を良く残す。

各屋敷地は基本的に坊領道に面する。通りに面して開く門には、棟
むな

門
もん

形式のもののほか

に、家畜用の厩 舎
きゅうしゃ

や小屋等を建て、その間に入口を設けて長屋門
ながやもん

とするものもあり、特徴

ある景観を形成する。

主屋は敷地のほぼ中央に建ち、通りに平行して棟を置く。主屋は切妻造で、平家
ひ ら や

又はつ

し二階とし、総二階建は少ない。屋根は桟瓦葺で、赤茶色の石 州
せきしゅう

瓦又は黒色の真子
し ん じ

瓦が用

いられる。石の棟を置くのが特徴的である。かつては、茅葺
かやぶき

であったが、現在は重要文化

財に指定されている門脇家
かどわきけ

住宅主屋のみがその名残を残す。

蔵は土蔵造で、二階建とし、置屋
お き や

根
ね

形式とする。土壁の外側には、カケドと呼ばれる養 生
ようじょう

のための板が覆う。

保存地区は、重要文化財に指定されている門脇家住宅を始めとして近世から昭和初期に

かけて建築された伯耆地方の伝統的な形式を良く残す大規模な主屋や附属屋等からなる農

家が群として残り、集落内を縦横に巡る水路、田畑等と一体となって、伝統的な農村景観

を形成し、歴史的風致を良く残し、我が国にとって価値が高い。



航空写真（手前がシモ、奧がカミ） 集落の景観（シモ）
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シモ

カミ

坊領道


